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研究成果の概要（和文）：地域在住高齢者における筋内脂肪量の増大が重篤な予後に繋がることは明らかとなっ
ている．しかし，高齢入院患者の筋内脂肪量の特徴については明らかとされていない．本研究課題はそれらの特
徴を解明することであった．結果，高齢入院患者の大腿四頭筋の筋内脂肪量は性別，年齢，体格がマッチングし
た地域在住高齢者の1.7倍にまで増大し，特に歩行が自立していない高齢入院患者における筋内脂肪量の増大が
顕著であった．そして，高齢入院患者の筋内脂肪量の増大は，嚥下機能の低下および低栄養状態と関連し，さら
に筋内脂肪量の増大は，筋量の減少よりも歩行自立度と嚥下機能の低下に関連することを示した．

研究成果の概要（英文）：Increased intramuscular adipose tissue is known to lead to severe prognosis 
of community-dwelling elderly. However, characteristics of intramuscular adipose tissue in older 
inpatients are unclear. This study aimed to reveal these characteristics. Results of this study 
indicated that intramuscular adipose tissue of the quadriceps of older inpatients was increased to ~
1.7 times that of healthy older individuals matched for demographic characteristics, and more 
intramuscular adipose tissue of the quadriceps was observed in particularly among older inpatinets 
who were unable to walk independently. Then, our results also suggested that increased intramuscular
 adipose tissue of older inpatinets was related to decreased swallowing function and malnutrition 
status and was more related to decreased gait independence and swallowing function than is loss of 
muscle mass.

研究分野：リハビリテーション
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究結果は，高齢入院患者の筋内脂肪量の増大は著しく，これら筋内脂肪量の増大は，歩行自立度の低下，嚥
下機能の低下および低栄養状態と関連することを示した．これら成果は，これまで明らかとされていなかった高
齢入院患者の筋内脂肪量の特徴を示した．高齢入院患者の筋内脂肪量の特徴に関するこれら知見は，高齢入院患
者に対するリハビリテーションの発展に大きく貢献するものと考える．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
高齢者における筋量の減少は，筋力の低下，日常生活動作能力の低下，転倒の発生と関連する
ことは広く知られている．一方，最近では加齢に伴い筋量が減少するだけでなく，筋内脂肪量が
増大することが報告されている[1]．そして，地域在住高齢者の筋内脂肪量の増大は，筋力，運
動機能，転倒に関連することが明らかとなっている[2-5]．さらに，筋内脂肪量の増大と筋力の
低下，運動機能の低下，大腿骨頸部骨折の発生との関連の程度は，筋量よりも強いことが明らか
となっている[2-5]．これらを踏まえると，高齢入院患者の筋内脂肪量の特徴を把握することは
極めて重要な課題となるが，それらは明らかとされていない．これらを明らかにすることは高齢
入院患者の支援策を模索する上で重要な情報を提示することになると考える． 
 
２．研究の目的 
本研究課題は，高齢入院患者の筋内脂肪量の量的特徴や筋内脂肪量と歩行自立度，嚥下機能お
よび栄養状態との関連を調査することを目的とした． 
 
３．研究の方法 
（１）評価項目 
 一医療施設に入院する高齢患者（65 歳以上）で，リハビリテーションの処方を受けた者を対
象とした．主要評価は大腿四頭筋の筋内脂肪量と筋量とした．その他，年齢，性別，疾患，体重，
身長，body mass index，歩行自立度，嚥下機能，栄養状態，投薬数，炎症状態，合併症，入院
日数を評価した． 
 
（２）筋内脂肪量と筋量の測定 
大腿四頭筋の筋内脂肪量と筋量は，超音波画像診断装置で撮影された大腿直筋と中間広筋の
超音波画像の筋輝度と筋厚から評価した．筋輝度と筋厚の解析には画像解析ソフト Image J を
用いた．筋輝度は，筋膜を除いた範囲で，8-bit grayscale を用いて 0－255 の 256 段階で数値
化した．筋輝度は高値を示す程，筋内脂肪量が多いことを示す．筋輝度と筋厚の測定肢位はベッ
ド上背臥位とし，測定部位は上前腸骨棘から膝蓋骨上縁を結ぶ線上の遠位 3 分の 1 の部位とし
た．筋輝度は，大腿直筋と中間広筋の平均値とした．筋厚は，大腿直筋と中間広筋の合計値とし
た．データ解析には，左右の大腿四頭筋の筋輝度と筋厚の平均値を用いた． 
 
（３）その他評価 
歩行自立度は Functional Independence Measure の歩行スコアを用いて評価した．嚥下機能
と栄養状態は，それぞれ Food Intake Level Scale と Geriatric Nutritional Risk Index を用
いて評価した．炎症状態は，C-反応性蛋白値より評価した． 
 
（４）データ解析 
高齢入院患者の筋内脂肪量の量的特徴を調査するために，高齢入院患者の大腿四頭筋の筋輝
度と年齢，性別，体格（body mass index）がマッチングした地域在住高齢者のそれらとを比較
した． 
高齢入院患者の歩行自立度別での筋内脂肪量と筋量の差異を検討するために，歩行全介助群，
歩行一部介助群，歩行自立群の 3群間において大腿四頭筋の筋輝度と筋厚を比較した． 
高齢入院患者の筋内脂肪量，筋量と嚥下機能との関連を調査するために，Food Intake Level 
Scale を従属変数，筋輝度と筋厚および年齢，性別，body mass index，投薬数，炎症状態，合
併症，入院日数などの他の交絡要因を独立変数とした重回帰分析を実施した． 
高齢入院患者の筋内脂肪量と栄養状態との関連を調査するために，筋輝度を従属変数，
Geriatric Nutritional Risk Index およびその他の交絡要因を独立変数とした重回帰分析を実
施した． 
 
４．研究成果 
 高齢入院患者の筋内脂肪量は，年齢，性別，体格がマッチングした地域在住高齢者の約 1.7 倍
にまで増大していることが明らかとなった． 
 歩行が自立していない高齢入院患者（歩行全介助群と歩行一部介助群）の筋内脂肪量は，歩行
が自立した高齢入院患者（歩行自立群）よりも増大していることが明らかとなった．一方で，歩
行全介助群，歩行一部介助群，歩行自立群の筋厚においては，有意差は確認されなかった．歩行
全介助要患者，歩行一部介助要患者，歩行自立患者の典型的な超音波画像を図 1に示す． 
 高齢入院患者の筋内脂肪量の増大は，他の交絡要因で補正した後でも嚥下機能の低下と関連
することが明らかとなった．そして，多変量解析の結果，筋内脂肪量の増大は，筋量の減少より
も嚥下機能の低下に関連することが明らかとなった．重度嚥下機能低下患者，中等度嚥下機能低
下患者，正常嚥下機能患者の典型的な超音波画像を図 2に示す． 
 高齢入院患者における低栄養状態は，他の交絡要因で補正した後でも筋内脂肪量の増大と関
連することが明らかとなった．重度低栄養状態患者，中等度低栄養状態患者，正常栄養状態患者
の典型的な超音波画像を図 3に示す． 
 



 
                                            

図 1 歩行全介助要患者，歩行一部介助要患者，歩行自立患者の超音波画像 
 
 
                                          

図 2 重度嚥下機能低下患者，中等度嚥下機能低下患者，正常嚥下機能患者の超音波画像 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 重度低栄養状態患者，中等度低栄養状態患者，正常栄養状態患者の超音波画像 
 
 



 
本結果は，高齢入院患者の筋内脂肪量の増大は著しく，筋内脂肪量の増大は歩行自立度の低下，
嚥下機能の低下および低栄養状態に関連すること，さらに筋内脂肪量の増大は，筋量の減少より
も歩行自立度と嚥下機能の低下に関連することを示した．これら結果から，高齢入院患者の筋内
脂肪量の増大は，それら患者の様々な点で悪影響を及ぼしていることが明らかとなった。つまり，
高齢入院患者の歩行自立度，嚥下機能，栄養状態の改善を図るためには，筋量のみでなく，筋内
脂肪量の評価を行い，それらの改善に向けた介入が必要になると考える。 
本研究課題を遂行することにより高齢入院患者の筋内脂肪量の特徴を解明することができた
と考える．しかし，本研究課題で明らかとした高齢入院患者の筋内脂肪量の特徴は横断的調査研
究で導き出したものである．今後は，筋内脂肪量と歩行自立度，嚥下機能，栄養状態，さらに生
存を含めた予後との縦断的関連性を明らかにしていく必要があるかと考える． 
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